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平成２８年度 全国学力学習状況調査の結果について 
 

 ４月１９日に実施しました、「全国学力学習状況調査」について、この度、国語・数学の本校の学力状況

及び学習状況の結果と今後の手立てを取りまとめましたので、お知らせいたします。 

 

◇本校の今年度の全国学力学習状況調査結果（中３実施） 
 今年度の全国学力学習状況調査の本校の各教科の結果を、全国平均･全道平均と比較すると以下のよう

な結果となりました。 

 

・国語 A：全国平均・全道平均よりやや低い ・国語Ｂ ：全国平均よりやや低く、全道平均と同程度 

・数学 A：全国全道平均より非常に低い   ・数学Ｂ ：全国全道平均より低い 

【数値の目安：５％以上の差（非常に高い低い）、３～５％未満の差（高い低い）、１～３％未満の差（やや高い低い）、１％未満（同程度）】 

 

 ここ３年間の本校の全国学力学習状況調査結果の推移を見ると、同一学習集団での比較ではないので、

単純比較は出来ませんが、 

国語については、昨年度よりも全国全道との差は縮減しています。特に、Ｂ 問題での改善が著しいです。 

数学については、A問題は全国全道との差は大きくなりましたが、Ｂ 問題について全国全道との差は大幅

に縮減し大きな改善が見られました。 

 

 

◇学力状況調査  「正答率からみえる現状と課題（各教科の先生による分析）」 
 

【国語】 

１、満足できる状況 

・文章の構成や表現の仕方について、伝えたい事柄について、根拠を明確にして書くことができる。 

・目的に応じて必要な情報を読み取ることができる。 

・聞き手の立場を想定し、話の中心的な部分と付加的な部分との関係に注意して話すことができる。 

２、課題がある状況 

 ・目的に応じて資料を効果的に活用して話すことが不得意である。（絵本を紹介する際に絵本のページ

を提示した意図として適切なものを選択するという問題） 

 ・文章を読み返し、文の使い方などに注意して書くことが不得意である。（答えの文章を直した意図とし

て適切なものを選択するという問題） 

 ・文章の中心的な部分と付加的な部分とを読み分け、要旨を捉えることが不得意である。（ちらしの表と

裏から分かる「暮らしの中の伝統文化展」が開かれるねらいとして適切なものを選択するという問題） 

３、今後の対策と手立て 

 ・目的に応じた資料を活用して、説明や発表する場面を多くする。また、適切な資料であるかどうかを

吟味して活用することを指導していく。 

 ・基本的な文、文章の書き方を再確認する時間を設けるとともに、相手にわかりやすく、伝わりやすい

語句や文章を書くために、推敲する時間を大切にする指導をしていく。 

 ・文章について段落ごとに内容を捉えたり、段落相互の関係を捉えたりしながら、文章全体を捉えさせ、

論理の展開構造を意識するよう指導していく。 

 

家庭数 



【数学】 

１．満足できる状況 

  ・正負の数の計算，文字式の加減乗除ができる。 

  ・基礎的な１次方程式，連立方程式を解くことができる。 

  ・立体の名称がわかる。図形の性質を式で表現できる。 

  ・「関数」の式から，値の表を作ることができる。 

  ・グラフから変化の傾向を読み取ることができる。 

  ・指定された手順に従って数を操作し，目標の値を求めることができる。 

    ・確率の計算ができる。 

２．課題がある状況 

  ・特定の用語に対する特有の解法方法の習熟において、不十分な点が各所に見られる。 

（相対度数・y の増加量・比例式等）(中１・中２で学習） 

    ・解法の方法を，言葉で説明する力が不十分である。 

    ・反比例の習熟が不十分である。(中１で学習) 

  ・文章から関係を読み取り，方程式を作る力が不十分である。(中１で学習) 

  ・円錐の体積を求める公式の理解が不十分である。(中１で学習) 

３．今後の対策と手立て 

  ・「相対度数・y の増加量・比例式」等で，これらが学力テストの試験範囲に含まれる時期に，復習

の時間を設け，指導していく。 

  ・立式の説明や，計算の説明を口頭で発表する機会を多く作る。 

    ・日常の授業で短時間の復習時間を設定したり，試験前に試験範囲の復習時間を作り指導していく。 

  ・放課後学習や長期休業の学習課題として指導していく。 

 

 

 

◇学習状況調査（生徒質問紙から見える現状と課題） 
 

１．基本的生活習慣に関して 

・携帯・スマホの使用時間は今年度も全国より長い。 

・普段、携帯やスマホを使用する時間  

１時間以上：本校 70％ 全国 47.8％  ２時間以上：本校 50％ 全国 30.1％ 

・ゲームをする時間は今年度も全国より長い。 

普段、ゲーム（スマホゲーム含）をする時間 

１時間以上：本校 62.5％ 全国 57.1％  ２時間以上：本校 45.8％ 全国 34.9％ 

・読書の時間は昨年度より改善されている。（ ）は昨年度の数値 

     読書をする時間が１０分より少ない 本校 45.9％（82％） 全国 50.3％（47％） 

２．学習時間に関して 

・平日、学習する習慣が身についている生徒が多い。30分以上は 96％ 

  平日の学習時間 １時間以上：本校 62.5％ 全国 67.9％ ２時間以上：本校 12.5％ 全国 34.2％ 

・土日の学習時間が増えている。1時間以上は 88％ 

土日の学習時間 ２時間以上：本校 37.5％ 全国 40.1％ ３時間以上：本校 12.5％ 全国 16.6％ 

 

３．今後の改善策と手立て 

昨年に比べ、家庭学習に取り組む習慣が身についている生徒が増えてきています。ただ、学習時間に

はまだ課題があります。やはり、携帯やスマホの使用時間やゲームをする時間の長さが学習時間にも関

係していると思われます。これを踏まえ、携帯やスマホ、ゲームの時間を減らして、学習時間を増やし

ていけるよう、教育相談や進路学習などの場面で指導していきます。ご家庭でも「家庭生活の約束七か

条」の取り組みを意識していただき、学校と家庭が連携、協力した取り組みを進められるよう、ご理解

とご協力をお願いいたします。 

 


